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To find out whether available “Survival Japanese” textbooks are suitable for “foreign students 
who do not need the language to earn credits,” we choose five textbooks and analyze (1)whether 
they are effective in learning mechanism terms and (2) what kinds of topics, settings and 
functions they deal with. It has been found most are insufficient in learning mechanism terms 





































表 1 生活日本語の名称・定義 







永井(2005) 生活日本語 明確な定義なし（サバイバルのための日本語） 
林(2011) サバイバル日本語 明確な定義なし（生活に必要な日本語） 







本稿では以下の 5 冊を分析の対象とする（表 2）。 
 
表 2 分析する教科書 
 タイトル 本稿での略称 著者/監修者 出版社 
1 『にほんごこれだけ！１』 『これだけ』 庵功雄 監修 ココ出版 
2 『にほんご宝船』 『宝船』 春原憲一郎 監修 アスク出版 
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3 『Nihongo Fun&Easy!』 『Fun&Easy』 緒方由希子、他 アスク出版 
4 『Nihongo Breakthrough』 『Breakthrough』 JAL アカデミー アスク出版 
5 『ニューエクスプレス 
日本語 Japanese』 









表 3 対象教科書の特徴 
 










































英語 英語 英語 



















あり なし なし あり あり 
ルビ （なし） なし あり （なし） （なし） 
体
裁 
書き込み あり あり なし あり 一部あり 
索引 あり なし なし あり あり 





なし CD、別冊 CD、別冊 CD 
副教材等 なし 教師用活動
集 

















表 4 ガニェの「9 教授事象」（ガニェ,1986、鈴木,2002、国際交流基金,2008 より作成） 








4 新しい事項を提示する 新しい項目を提示し、例を示す 
5 学習の指針を与える 形の作り方や意味に気づかせる、他項目と
の比較で同じ所、違う所を考えさせる 等 


























学習者への質問、の 2 種類であった。 
まず、『これだけ』、『宝船』『Fun&Easy』では、タイトルが「おなかがすきました」（『こ


















スプレス』であった。『エクスプレス』は「You will learn numbers」(2 課)のように、そ
の課で学習する内容が示されている。一方『Fun&Easy』は、各課の表紙にその課の目










































































































今回分析した 5 冊の教科書のうち、2 冊以上で扱われている話題を表 5 に示す。 
 



































○ ○ ○ ○ ○ 
旅行 訪れた場所、時期、感想 ○ ○ ○ ○   
希望 休日にしたいこと、ほしい物 ○ ○ ○   ○ 
道順 目的地までの行き方   ○ ○ ○ ○ 
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仕事 自分の仕事、忙しさ ○ ○ ○     
体調 最近の体調、病気の時の対応 ○ ○       
経験 行ったことがあるか   ○ ○   ○ 
能力 飲める量、子どもの能力 ○ ○     ○ 
気候 最近の気候 ○   ○ ○   
家族 家族構成、家族の紹介 ○ ○       
食事 味、食べられないもの ○   ○     





○ ○       










今回分析を行った 5 種類の教科書のうち、話題シラバスの 2 冊（『これだけ』『宝船』）
では場面が確認できなかった。したがって残りの 3 冊（『Fun&Easy』『Breakthrough』『エ
クスプレス』）について分析を行った。この 3 冊のうち、2 冊以上で確認できた場面と、
それぞれの場面における会話の機能を表 6 に示す。 
  
表 6 教科書で扱われる場面 
場面 『Fun&Easy』 『Breakthrough』 『エクスプレス』 
店 ○ ○ ○ 
ファストフード ○ ○ ○ 
タクシー ○ ○ ○ 
町 ○ ○ ○ 
コンビニ ○ ○   
レストラン ○ ○   
駅 ○ ○   
オフィス ○ ○   
パーティー ○   ○ 
寺 ○   ○ 
スポーツクラブ ○ ○   













る場面を表 7 に示す。 
 











場所を尋ねる 道、店内、受付 ○ ○ ○ ○ 
依頼する タクシー、居酒屋 
 
○ ○ ○ 
誘う オフィス、カフェ 
 








○ ○ ○ 
値段を尋ねる 店、駅 
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ガ
ニ
ェ
の
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授
事
象
」
に
よ
る
分
析
ガ
ニ
ェ
の
「
9教
授
事
象
」
『
こ
れ
だ
け
』
評
価
『
宝
船
』
評
価
『
F
u
n
&
E
a
sy』
評
価
『
B
re
a
k
th
ro
u
g
h』
評
価
『
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
評
価
1
学
習
者
の
注
意
を
引
く
タ
イ
ト
ル
が
話
題
に
対
し
て
興
味
を
引
く
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
○
タ
イ
ト
ル
が
話
題
に
対
し
て
興
味
を
引
く
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
の
導
入
あ
り
◎
特
に
な
し
×
特
に
な
し
×
タ
イ
ト
ル
は
、
学
習
す
る
文
法
項
目
を
使
用
し
た
文
。
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
挿
絵
で
興
味
を
引
く
こ
と
は
可
能
。
○
2
目
標
を
知
ら
せ
る
「
日
本
人
参
加
者
」
に
向
け
て
、
学
習
目
標
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
△
特
に
な
し
×
扉
ペ
ー
ジ
で
、
課
の
目
標
を
明
示
◎
具
体
的
・
明
示
的
な
目
標
提
示
は
な
い
が
、
見
開
き
の
は
じ
め
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
学
習
項
目
が
推
測
で
き
る
。
△
目
標
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
◎
3
既
習
項
目
を
思
い
出
さ
せ
る
説
明
な
し
。
既
習
項
目
が
な
く
て
も
学
習
可
能
。
△
説
明
な
し
。
既
習
項
目
が
な
く
て
も
学
習
可
能
。
△
説
明
な
し
。
既
習
項
目
が
な
く
て
も
学
習
可
能
。
△
説
明
な
し
。
既
習
項
目
が
な
く
て
も
学
習
可
能
。
△
説
明
な
し
。
×
4
新
し
い
学
習
項
目
を
提
供
す
る
話
題
に
必
要
な
語
彙
は
絵
と
共
に
提
示
。
文
型
は
吹
き
出
し
の
中
に
い
れ
て
提
示
。
1つ
の
話
題
に
付
き
、
5～
6個
の
文
型
。
○
そ
の
話
題
を
話
す
際
に
必
要
な
語
彙
を
「
こ
と
ば
」
と
し
て
冒
頭
に
提
示
。
（
た
だ
し
、
語
彙
の
意
味
は
学
習
者
が
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
）
表
現
や
会
話
例
も
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
提
示
（
「
学
習
項
目
」
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）
。
新
し
い
文
法
・
文
型
等
の
提
示
は
な
い
。
△
学
習
項
目
を
「
P
h
ra
se」
と
し
て
提
示
。
ペ
ー
ジ
冒
頭
、
囲
み
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
量
的
に
は
、
見
開
き
に
新
し
い
フ
レ
ー
ズ
が
1つ
（
1
U
n
itあ
た
り
、
2～
4フ
レ
ー
ズ
）
。
そ
の
U
n
it全
体
で
扱
う
フ
レ
ー
ズ
を
一
括
提
示
は
せ
ず
、
一
つ
一
つ
提
示
し
て
い
る
。
○
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
必
要
な
文
型
や
表
現
を
「
K
e
y
 S
e
n
te
n
c
e」
と
し
て
1～
4個
提
示
。
（
1課
は
2～
3ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）
。
○
冒
頭
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
は
、
新
出
項
目
が
太
字
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
語
彙
、
表
現
、
文
法
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
◎
5
学
習
方
法
を
提
供
す
る
文
型
一
覧
は
付
録
の
下
敷
き
に
出
て
い
る
が
、
説
明
は
な
い
。
△
文
法
・
文
型
に
関
す
る
説
明
は
な
い
。
×
「
P
h
ra
se」
の
下
に
文
法
と
用
法
に
関
す
る
英
語
の
説
明
あ
り
。
ま
た
、
E
x
.
と
し
て
、
そ
の
フ
レ
ー
ズ
を
使
用
し
た
短
い
や
り
取
り
も
あ
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
文
法
に
関
す
る
説
明
（
文
法
編
）
が
あ
り
、
別
冊
語
彙
集
も
あ
る
。
◎
新
し
い
文
法
事
項
は
「
G
ra
m
m
a
r
N
o
te
s」
で
の
説
明
と
例
文
の
提
示
あ
り
。
し
か
し
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
ご
と
の
説
明
で
は
な
く
、
1課
分
を
ま
と
め
て
課
の
最
後
に
提
示
。
発
展
学
習
に
必
要
な
文
法
事
項
は
「
A
d
d
itio
n
a
l
G
ra
m
m
a
r」
と
し
て
提
示
。
付
加
情
報
と
し
て
、
文
化
に
関
す
る
情
報
も
課
の
最
後
に
提
示
。
△
文
法
項
目
が
提
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
文
法
説
明
と
例
文
あ
り
。
◎
6
練
習
の
機
会
を
提
供
す
る
絵
と
語
彙
を
見
な
が
ら
の
談
話
練
習
、
「
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
、
「
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
」
で
応
用
練
習
が
で
き
る
。
○
学
習
者
自
身
が
話
題
に
つ
い
て
話
す
た
め
の
活
動
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
○
P
ra
c
tic
e
A
で
パ
タ
ー
ン
練
習
、
P
ra
c
tic
e
B
で
談
話
練
習
、
D
ia
lo
g
u
eで
複
数
の
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
た
応
用
練
習
、
L
iste
n
in
gで
聴
解
練
習
、
R
o
le
 P
la
y
in
g、
「
D
o
 y
o
u
 re
m
e
m
b
e
r?」
で
確
認
と
応
用
練
習
が
で
き
る
。
フ
レ
ー
ズ
と
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
音
声
C
D
あ
り
。
◎
D
rillで
は
パ
タ
ー
ン
練
習
が
で
き
る
。
（
キ
ュ
ー
は
す
べ
て
書
か
れ
て
お
り
、
読
み
上
げ
る
だ
け
）
A
c
tiv
ityで
は
、
代
入
練
習
や
R
o
le
 P
la
y、
聴
解
練
習
な
ど
が
で
き
る
。
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
音
声
C
D
あ
り
。
◎
2つ
の
課
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
「
E
x
e
rc
ise」
が
あ
り
、
変
形
練
習
、
代
入
練
習
、
談
話
練
習
が
で
き
る
。
ま
た
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
、
E
x
p
re
ssio
n、
E
x
e
rc
iseに
は
C
D
も
つ
い
て
い
て
、
L
iste
in
in
gの
練
習
が
で
き
る
（
設
問
は
な
し
）
○
7
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
特
に
な
し
×
特
に
な
し
×
D
ia
lo
g
u
eの
英
訳
と
L
iste
n
in
gの
答
え
と
ス
ク
リ
プ
ト
が
巻
末
に
つ
い
て
い
る
。
◎
A
c
tiv
ityの
解
答
と
聴
解
の
ス
ク
リ
プ
ト
が
巻
末
に
つ
い
て
い
る
。
◎
E
x
e
rc
iseの
答
え
は
、
E
x
e
rc
iseの
最
後
に
出
て
い
る
。
○
8
学
習
の
成
果
を
評
価
す
る
特
に
な
し
×
特
に
な
し
×
U
n
itの
最
後
に
、
「
N
o
w
　
I c
a
n」
が
あ
り
、
学
習
目
標
に
到
達
で
き
た
か
を
自
己
評
価
で
き
る
。
○
特
に
な
し
×
特
に
な
し
×
9
保
持
と
転
移
を
高
め
る
学
習
し
た
文
型
を
、
課
の
最
後
に
あ
る
「
こ
れ
だ
け
！
」
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
し
た
文
型
が
そ
れ
以
降
の
課
で
繰
り
返
し
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
◎
復
習
や
確
認
を
行
う
活
動
は
特
に
な
し
。
×
複
数
の
フ
レ
ー
ズ
を
学
習
し
た
U
n
itの
最
後
に
「
P
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 fo
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h
is U
n
it」
が
あ
り
、
そ
の
課
で
学
習
し
た
語
彙
や
表
現
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
も
の
U
n
itを
総
合
的
に
復
習
す
る
活
動
は
な
い
。
○
復
習
や
確
認
を
行
う
活
動
は
特
に
な
し
。
×
復
習
や
確
認
を
行
う
活
動
は
特
に
な
し
。
×
